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【背景】後天性眼球運動障害による複視は転倒リスクを増加させることが報告されているが，階段昇

降時間に影響する複視(斜視)の型や程度についての先行研究はない． 

【対象者および方法】器質的眼疾患のない視能訓練士学科 3年生女性 5名を対象とした．方法は，複
視のない状態とプリズムレンズによる複視(同側性及び上下)のシミュレーション下(5～25⊿の 5段階)
で 16段の階段昇降時間を計測し比較検討した． 

【結果】同側性複視では複視なしと比較して，昇りでは全プリズム度数で階段昇降時間に有意差はな

かったが，降りでは 15，20⊿で有意に延長した．上下複視では複視なしと比較して，昇りでは 10，
20，25⊿で有意に延長し，降りでは全プリズム度数で有意に延長した． 

【結論】同側性複視の昇りは影響を与えないが，降り 15，20⊿，上下複視の昇り 10，20，25⊿，降
りは 5～25⊿で影響を与え階段昇降時間が延長する．また各カテゴリーの中で最も統計的に有意であ
ったのは，同側性複視の降り 20⊿，上下複視の昇り 10⊿，降り 10⊿であった． 
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